
クライオバルーンアブレーション群 378 例，高周波アブレーション群 384 例。 
平均追跡期間は 1.5 年であった。再発は，クライオバルーン群では 138 例， 
高周波群では 143 例に発生した。副作用は，クライオバルーン群では 40 例に， 
高周波群では 51 例に発生した。 
クライオバルーンアブレーションは，薬剤抵抗性発作性心房細動患者に対する有効性に 
関して，高周波アブレーションに対し非劣性を示した． 
安全性全般に有意差は認められなかった． 
 







主に再発率を比べています。ほぼ同じです。 



心房細動の無い期間（フリー）も技術の進歩はあまり関係ないようです。 



合併症もほぼ同じの様です 
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